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仁科芳雄博士略歴
博士は，１８９０年１２月６日に岡山県の里庄町に生まれた。東京帝国大学工科大

学電気工学科を卒業後，財団法人理化学研究所に入り，１９２１年渡欧，１９２３年よ
り１９２８年まで当時原子物理学の中心であったコペンハーゲンのニールス・ボー
ア教授のもとで研究した。１９２８年クラインとともにディラックの相対論的量子
力学に基づき，ガンマ線の電子による散乱に関する「クライン―仁科の式」を
導いた。帰朝後，１９３１年，仁科研究室を主宰し，そこを拠点にして量子力学，
原子核物理学等，当時急速に展開した新しい原子物理学をわが国に育てること
に力を尽くした。湯川秀樹教授の中間子論，朝永振一郎教授の量子電気力学を
はじめとするわが国の理論物理学，また原子核，宇宙線の実験的研究の発展は
仁科博士の指導と励ましに負うところが多い。博士みずからは，当時世界最大
と称せられたサイクロトロンを建設した。戦後，財閥と見做されて解散させら
れた財団法人理化学研究所最後の第４代所長として，また理化学研究所を存続
させるために１９４８年に新設された株式会社科学研究所の初代社長としてわが国
の科学技術の再建に尽瘁したが，不幸にも途半ばにして病に倒れ１９５１年１月１０
日に逝去された。博士は１９４６年文化勲章を授与され，１９４８年日本学士院会員，
１９４９年からは日本学術会議初代副会長としてわが国の科学界を牽引した。



仁科芳雄博士（１８９０．１２．６－１９５１．１．１０）



仁 科 記 念 財 団 案 内

仁科記念財団は１９５５年に戦後いちばん早く学術振興財団として，わが国の原子科

学の祖，仁科芳雄博士を記念して創立され，そのとき以来毎年仁科記念賞の贈呈と

定例仁科記念講演会を欠かさず行い，またその他いくつかの事業を続けておりま

す。財団の設立当初の基金は，わが国財界からの寄付金２，１６５万円と内外学界の個

人からの寄付金３３４万円から成るものでしたが，数年で使いきってでもその活動を

有意義なものにする覚悟でした。しかし，朝永振一郎博士（当初は財団常務理事）

らをはじめとする学界関係者の努力による活発な活動と，初代理事長渋沢敬三氏そ

の他財界のかたがたのご配慮により，財団の永続が図られ，その後数次の募金によ

って，今日では６億円余りの基金をもち，その利子で活動するようになりました。

そして最近は，各界からいただく賛助会費ならびに個人の寄付金にも依拠して活動

を続けています。

財団の存在の意義が広く認められ続けるためには，国内外の広い層からのご支持

とご協力が必要であります。そして実際，今日まで活動を続けることができました

のは，古くからの財団関係者に限らず，多数のかたがたの温かいご支持とご協力の

おかげであります。

そのようなご支持とご協力にこたえ，さらにその輪を広げることを念願して，当

財団は１９８５年以来，この小冊子「仁科記念財団案内」を毎年発行しております。こ

の小冊子の「案内」という名前は，戦前の財団法人理化学研究所が出していた同様

な小冊子にならってつけました。戦前の「理研」は，欧文と和文の研究報告の出版

のほかに，毎年，各研究室の研究題目と所属研究者全員の氏名を記した質素な小冊

子を出しておりました。それにつけられていた「理化学研究所案内」という，かざ

り気のない名称は，当時の「理研」の気風をよく表していたように思います。それ

にならって名づけたこの小冊子が，すこしでも多くのかたに，仁科記念財団に対し

て親しみをもっていただき，支持者になっていただくのに役立てば幸いと存じます。
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２０２１年４月

仁科記念財団理事長 小林 誠

理事長あいさつ

仁科記念財団は１９５５年に創設されました。２０１１年４月１日には，新しい公益法人
制度のもとで認定を受けた公益財団法人となり，以来新たな歩みを進めております。
その定款には財団の目的を「故仁科芳雄博士のわが国及び世界の学術文化に対する
功績を記念して，原子物理学及びその応用を中心とする科学技術の振興と学術文化
の交流を図り，もってわが国の学術及び国民生活の発展，ひいては世界文化の進歩
に寄与すること」と謳っております。この目的を達成するために，仁科記念賞・仁
科アジア賞の授与，仁科記念講演会の開催，仁科記念室の運営，出版物の刊行など
を中心的な事業と位置づけて実施しております。

仁科記念賞は，１９５５年度の第１回から２０２０年度の第６６回までに１９３名の方に差し
上げ，原子物理学の分野におけるわが国の代表的な学術賞としての地位を確立して
いるものと思います。２０１５年には，１９９９年度の仁科記念賞受賞者であります梶田隆
章博士がノーベル物理学賞を受賞されました。前年の中村修二博士（１９９６年仁科記
念賞受賞）に続いての受賞で，仁科記念賞受賞者からのノーベル物理学賞受賞者は
６名になりました。また２０１６年末には，２００５年度の仁科記念賞受賞者森田浩介博士
を中心とするグループが提案した１１３番元素「ニホニウム Nh」が認められ，日本
で発見された元素が初めて周期表に載りました。新元素の発見は，仁科博士が９３番
元素（ネプツニウム）の発見にあと一歩のところまで迫ったという歴史もあり，仁
科記念財団にとりましては記念すべき出来事であります。

また毎年開催しております仁科記念講演会も多くの方から親しまれ，その内容を
記録した出版物も好評を得ております。さらに仁科先生の残された多くの資料の整
理公開も財団の任務でありますが，その一環として，元常務理事の故中根良平先生
をはじめとする編者の皆さまの努力の結実であります「仁科芳雄往復書簡集」全３
巻および補巻がみすず書房より出版されております。これらの資料が保存されてい
た仁科記念室が老朽化で近く解体されることになりました。このため，２０１９年末，

2



資料類は先生の愛用されていた調度品と一緒に理研和光事業所に移管されました。

財団は海外の研究者との交流も支援してきておりますが，２０１２年度に，アジア地
域できわめて優れた成果を収めた若手研究者を顕彰し，わが国の研究者との交流を
深めていただくことを目的として，Nishina Asia Award（仁科アジア賞）を創設い
たしました。これまでに８名のアジア国籍の方に同賞を差し上げました。受賞され
た方には，授賞式の前後に２週間ほど日本に滞在していただき，交流の機会を持っ
ていただいております。

さて，昨年は，伊藤公孝理事から，２０１９年７月１８日に急逝された故伊藤早苗教授
（元九州大学応用力学研究所教授，理事・副学長）のご遺産の一部をご寄付いただ
きました。伊藤早苗先生は，１９９３年に第３９回仁科記念賞を「高温プラズマにおける
異常輸送と L‐H遷移の理論」で，伊藤公孝理事と共同受賞されました。先生は，
仁科記念賞創設以来，最初の女性受賞者であります。ご厚志に御礼申し上げますと
ともに，仁科記念財団を代表して衷心より哀悼の意を表します。

仁科先生は１９２１年に渡欧され，１９２８年に帰国されましたが，その大半の期間，コ
ペンハーゲンのニールス・ボーアのもとでご研究をされました。まさに量子力学成
立の時期に，その中心地で活躍されたのであります。当初はＸ線分光の実験的研究
をされていましたが，ご帰国直前には，理論研究に転じて，有名なクライン・仁科
の公式を発表されました。これは自由電子と光子の散乱断面積を与える公式を導い
たものですが，ディラックの空孔理論の成立にも大きな影響を与えたと推測されま
す。こうした歴史的な研究の進展を目の当たりにされた先生は，ご帰国後，大きな
夢を抱いて理化学研究所の仁科研究室を主宰されたものと思われます。仁科記念財
団は仁科芳雄先生の理想を受け継ぎ，わが国の基礎科学の進展に貢献することを使
命としていると考えます。皆さまのご支援を得つつ，微力を尽くしてまいりたいと
思います。

理事長略歴
小林 誠（仁科記念財団第６代理事長：２０１１―）１９６７年名古屋大学理学部物理
学科卒，専門は素粒子理論。１９７３年，益川敏英と共にCP対称性の破れに関す
る小林・益川理論を提唱した。１９７９年，益川と共に「基本粒子の模型に関する
研究」で仁科記念賞（第２４回）を受賞。２００８年，「クォークが自然界に少なく
とも３世代以上ある事を予言する，CP対称性の破れの起源の発見」で益川と
共にノーベル物理学賞を受賞。２００８年文化勲章受章。高エネルギー加速器研究
機構特別栄誉教授。（１９４４―）
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仁科記念財団の設立とその後の経緯

仁科芳雄博士の没後、博士の偉大な業績を称えるとともに、原子物理学の基礎と
その応用の分野において優れた研究者を育成するという博士の遺志をつぐ事業を行
うため、当時の吉田茂首相を会長として設立発起人会が結成され、１９５５年１１月５日
に財団法人仁科記念財団が設立されました。設立に当たっては、わが国の財界から
の寄付２，１６５万円、国内の個人の寄付２３４万円、海外の学者からの寄付約１００万円、
計約２，５００万円をその基金としました。財団設立とその後の経緯については「５０年
の歩み」をご覧ください。

１９６０年には第２次募金、さらに１９６９年から１９７６年にわたって第３次募金、１９８０年
から第４次募金を行い、これによって基本財産は現在の約５億８，６００万円に達しま
した。２００１年には元仁科研究室研究員故中山弘美博士のご遺族から約３，３００万円ご
寄附があり、さらに２０１３年には元仁科研究室研究員で当財団常務理事を務められた
故玉木英彦博士からの遺贈寄附金約６，６００万円を頂戴しました。そして２０２０年１月
には、女性初の仁科記念賞受賞者であります故伊藤早苗博士（元九州大学応用力学
研究所教授、理事・副学長）からの遺贈寄附金５，０００万円を頂戴しました。遺贈寄
附金は特定資産に繰り入れ定款に謳う当財団公益目的事業の執行に限定した準備資
金となっております。これら基本財産と特定資産の運用益に加え、日本アイソトー
プ協会からのご寄附２００万円と科学振興仁科財団（岡山県里庄町）からのご寄附１０
万円および賛助会員（科研製薬株式会社、鹿島建設株式会社、キッコーマン株式会
社、住友化学株式会社、住友重機械工業株式会社、公益財団法人本田財団および２
個人）からの会費に依拠して財団の活動を営んでおります。

財団の創立に当たっては、初代理事長渋沢敬三氏が財団の基礎の確立に尽力さ
れ、渋沢氏の逝去後は朝永振一郎博士が理事長（在任：１９６３年～１９７９年）に就任し、
１９７９年７月逝去の日まで財団の発展のために心を砕かれました。その後理事長は久
保亮五博士（１９７９年～１９９５年）、西島和彦博士（１９９５年～２００５年）と引き継がれ、２００５
年９月から２０１１年３月までは山崎敏光博士が理事長を務められました。

財団は創立以来、原子物理学の振興という公益事業を助成してまいりましたが、
２００８年１２月に施行された公益法人改革法に沿って、この公益事業を主体的に推進す
る公益財団法人へ移行することとし、２０１１年４月、公益財団法人仁科記念財団に生
まれ変わりました。新法人の初代理事長には小林誠博士が就任いたしました。

理事長をはじめ関係者一同、仁科博士を記念するにふさわしい財団として、その
一層の発展を念願し、財団の運営に努力してまいります。
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仁科記念財団歴代理事長

渋沢敬三（仁科記念財団初代理事長：１９５５―１９６３）
渋沢栄一の孫。東京帝国大学経済学部卒。財界関係では日本銀行総
裁，大蔵大臣，国際電信電話社長，文化放送会長などを歴任。生物
学や民族学の研究者でもあり，日本民俗学協会会長，人類学会会長
などを務めた。（１８９６―１９６３）

朝永振一郎（仁科記念財団第２代理事長：１９６３―１９７９）
１９２９年京都帝国大学理学部物理学科卒，１９３２年理化学研究所仁科研
究室に入所。日本の理論物理学振興の祖である。１９５２年文化勲章受
章。１９５６年東京教育大学学長。１９６５年にシュウィンガー，ファイン
マンと量子電気力学分野の基礎的研究でノーベル物理学賞を共同受
賞。（１９０６―１９７９）

久保亮五（仁科記念財団第３代理事長：１９７９―１９９５）
東京帝国大学理学部物理学科卒。専門は統計物理学，物性科学。１９５３
年に「久保―冨田理論」と呼ばれる，磁気共鳴現象の量子統計力学
の定式化を行い，１９５７年にこれを一般化して「久保公式」といわれ
る線形応答理論を体系化した。１９５７年，「非可逆過程の統計力学」
で仁科記念賞（第３回）を受賞。東京大学名誉教授。１９７３年文化勲
章受章。（１９２０―１９９５）

西島和彦（仁科記念財団第４代理事長：１９９５―２００５）
東京大学理学部物理学科卒。専門は素粒子論学。１９５３年，２７歳のと
きに「西島―ゲルマンの規則」により素粒子の新しい規則性を発見。
１９５６年，「素粒子の相互変換に関する研究」で仁科記念賞（第１回）
を受賞。東京大学および京都大学名誉教授。２００３年文化勲章受章。
（１９２６―２００９）

山崎敏光（仁科記念財団第５代理事長：２００５―２０１１）
東京大学理学部物理学科卒。専門は原子核素粒子物理学。１９７０年，理
化学研究所サイクロトロンを用い，重い原子核の高スピン磁気モー
メントの測定から，陽子の軌道磁気モーメントの異常増大を見出す。
１９７５年，「核磁気能率に於ける中間子効果の発見」で仁科記念賞（第
２１回）。東京大学原子核研究所長，同名誉教授。２００９年文化功労者。
（１９３４―）
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仁科芳雄博士の偉業

仁科芳雄博士は，わが国の素粒子論，宇宙線，元素変換，ラジオアイソトープの

生物・医学利用研究の始祖であり，またウィルソン霧箱，サイクロトロンといった

大型の最先端実験装置建造の始祖でもありました。これらは，博士の後継者に受け

継がれ，湯川秀樹，朝永振一郎，南部陽一郎，小林誠，益川敏英教授の素粒子論に

関するノーベル物理学賞，小柴昌俊，梶田隆章教授の宇宙線観測によるノーベル物

理学賞を輩出することに繋がっていきます。わが国は，いまでは世界最高性能の大

型の宇宙線観測施設，加速器施設の隆盛を誇っていますが，この礎を築いたのも，

仁科博士です。

素粒子論研究

仁科博士はボーアのもとで，まずは原子の研究には必要不可欠なエックス線分光

技術の習得から始めました。そしてその最先端を習熟しただけでなく，抜群の実験

センスの良さで遂には新しい元素分析法を考案して，ボーアの原子模型の確立に大

きな貢献をすることになります。こうして仁科博士は実験家としてボーアらに認め

られることになりますが，博士の才能の開花は，それに留まりませんでした。それ

が「クライン─仁科の公式」の導出です。仁科博士はクライン博士とともに，ガン

マ線やエックス線といった光子が電子によって散乱されるコンプトン散乱強度を理

論的に求めるという大問題に挑戦し，こ

の「公式」を導きました。右図は，「公式」

の導出に至るまでの長い計算メモ（理研

の「史料室」に原本が保管されています）

の最後のところで，旧理研の博士の部屋

から見つかりました。ディラックが発表

したばかりの方程式を用いた計算の悪戦

苦闘の跡が見受けられます。
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こうして，世界的な業績をあげた仁科博士は，帰朝後，完璧にマスターした量子

力学をいくつかの大学に行脚して講義しました。その講義に魅了された若い俊英

が，その後続々と仁科研究室に集結します。仁科研究室の理論研究グループ名簿に

は，後にわが国の理論物理学を牽引することになるほぼすべての若い研究者たちが

ずらりと名を連ねています。仁科博士が恩師ボーアから学んだ自由闊達な討論を通

じた共同研究環境の中で，これらの錚々

たる俊英たちが「日本発の素粒子論」を

生み出したことを髣髴とさせます。ここ

に写っているのは，仁科研究室に在籍し

た湯川秀樹博士（左），朝永振一郎博士

（中），小林稔博士（右），坂田昌一博士

（後）です。坂田博士は，小林博士と益

川博士の恩師です。

宇宙線研究

１９３５年に湯川博士が，核子間の相互作用を媒介する未知の中間子（パイ中間子）

の存在を予言する論文を発表します。仁科博士は世界に先駆けてその存在を宇宙線

中に検証するため，世界最大のウィルソン霧箱を建造しました。そして横須賀の海
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軍工廠にあった潜水艦搭載電池の充電器を借りてこれを稼働し，欧米の１，２のグ

ループとほぼ同時期にパイ中間子が崩壊してできるミューオンの存在を確証し，米

国のフィジカル・レヴュー誌に論文を発表しました。しかも，仁科博士たちが測定

したミューオンの質量が世界で最も精度が高かったことは特筆に値します。宇宙線

の中に未知の素粒子とその性質を調べるこの研究手法は，小柴博士のカミオカン

デ，梶田博士のスーパーカミオカンデでのノーベル物理学賞に輝く発見に繋がって

いきました。また，宇宙線の相互作用を調べるため，開通したばかりの清水トンネ

ル内で世界最深度での宇宙線観測を行いました。

元素変換研究

この写真は，１９５４年に朝日新聞社が撮影した旧理化学研究所の航空写真です。仁

科研究室は３号館と右上の２３号館，３７号館に居室がありました。仁科博士は，１９３０

年代初頭に始まったばかりの加速器による元素変換研究を世界をリードして推進す

るため，まず，コッククロフト・ウォルトン静電加速器を３７号館内に建設，続いて

発明者アーネスト・ローレンスのサイクロトロンから遅れること３年の１９３７年に小
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サイクロトロン（写真内上）での元素変換研究を開始しました。世界で２番目でし

た。

特筆すべき成果は，サイクロトロンによって発生した速い中性子による「新同位

元素ウラン２３７の発見」と「ウラン２３５の対称核分裂の発見」で，これらは，英国のネ

イチャー誌と米国のフィジカル・レヴュー誌に発表されました。前者のウラン２３７

は負電子放出のベータ崩壊をして９３番新元素となることが確認され論文に発表され

ました。こうして仁科博士の放射化学グループは世界初の超ウラン元素の発見者と

なる筈でしたが，不運にも，半減期が非常に長かったため，その崩壊系列の中に化

学分離できず，新元素発見の栄誉にまでは浴せませんでした。しかしこの仁科先生

の新元素発見の夢は，６０年有余を経て理研仁科センターの森田浩介博士（２００５年仁

科記念賞受賞）らの１１３番新元素ニホニウムの発見で叶うことになります。欧米の

核物理学者を驚嘆させたのは後者です。ウラン２３５の核分裂は遅い中性子の吸収で

しか起らないという常識を覆したからです。太平洋戦争勃発直前に仁科博士の命を

受けて渡米した矢崎為一博士は，これを米国の学会で発表しました。その時の錚々

たる核物理学者の絶賛の様子が，矢崎博士が仁科博士に送った手紙に活写されてい

ます。仁科博士はこれらの研究をさらに推進するため，ローレンスの助けを借りて，

より高エネルギーでよりビーム強度の大きい大サイクロトロン（写真内下）を敗戦

間際の１９４３年の暮れに始動しますが，敗戦後１９４５年１１月に突如占領軍によって切り

刻まれて東京湾に投棄されてしまいました。その後，株式会社から特殊法人になっ

た理化学研究所は埼玉県和光市に移転し，１９６７年，仁科博士の大サイクロトロンを

再建します。さらにこれをステップアップして，２００７年，世界最高性能の超伝導サ

イクロトロンが始動しました。

広島・長崎原爆被害調査

１９４５年８月６日に広島に原爆が投下された２日後，仁科博士は日本帝国陸軍の要

請で，投下された爆弾が原爆かどうかを検証するため広島に入ります。放射能の生

物への影響を熟知していた博士にとっては命を賭した調査でした。写真は，その時

博士が携行したA５判のノートです。これは今では，「仁科ノート」（原本コピー
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は財団HPからダウンロードできます）

と通称されています。記述は，８月９日

から始まり，投下された爆弾の威力が物

理的，生物学的に分析されています。８

月１０日の調査隊の会議で，博士は「爆薬

にあらず（中略）原子弾又は同程度のも

の」と結論（判決）しました。そしてこの

判決は即座に大本営に報告されました。

８月１５日，日本は無条件降伏しました。これには仁科博士の結論が決定的な影響を

与えました。博士は，広島の後，続けて長崎の現地調査も行い，回顧録で「まさに

生き地獄であった」と記しています。博士が「原子力の平和利用」を訴える一方で

「核の国際管理」を強く世に訴えたのは，原爆被害の惨状を目の当たりにした原子

物理学者としての責任感によるものだったのでしょう。

日本アイソトープ協会と科研製薬株式会社の設立

わが国で最初に，ラジオアイソトープを加速器で

製造しこれを最先端の生物・化学・医学研究に利用

したのは仁科博士です。仁科研究室で研鑽を積んだ

俊英たちが戦後日本のラジオアイソトープ科学を発

展させました。その中には後に日本医師会の会長と

なった武見太郎博士もいます。戦後，大小の２台の

サイクロトロンを失ってしまった仁科博士はGHQ

との粘り強い交渉の末，アメリカから原子炉製のラ

ジオアイソトープを輸入することに成功します。こ

の写真は，１９５０年に輸入されたラジオアイソトープ

を取り出して感無量のスナップです。このラジオアイソトープ輸入供給事業は，博

士の没後１９５５年より日本アイソトープ協会（初代会長：茅誠司）に受け継がれ日本

の医療に大きく貢献しています。協会は，今も旧２３号館に本部があります。財団法
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人理化学研究所は財閥と見做されてGHQによって解

体されることになりますが，仁科博士の英断で株式会

社科学研究所に改組し１９４８年民間会社として再出発す

ることになります。この会社は，現在の科研製薬株式

会社の前身です。仁科博士は新会社の財政基盤を固め

るため創薬事業に乗り出します。博士は本業の真空技

術を活用して真空培養器（左）を開発し，ペニシリン，

ストレプトマイシンの商品化で利益を上げて事業家と

しての才能を発揮しました。

日本の科学研究体制の刷新

仁科博士は，科学研究所の経営に腐

心するかたわらで，日本の科学体制の

刷新にも力を尽くしました。それが，

日本学術会議の創設です。博士は志を

同じくする日本の科学者に加え，親交

を深くしたGHQ経済科学局科学技術

部長ハリー・ケリーらとも議論を重ね

て，１９４９年，全国の科学者の選挙によ

る日本学術会議を創設しました。この

写真は，右から仁科芳雄初代自然科学部門副会長，ケリー，亀山直人初代会長，我

妻栄初代人文・社会科学部門副会長，兼重寛九郎（後の会長）が一同に会している

スナップです（写真はノースカロライナ州立大学図書館所蔵）。仁科博士は，同時

期に広島の原爆調査を行った荒勝文策京大教授とともに「日本学術会議は，平和を

熱愛する。原子爆弾の被害を目撃したわれわれ科学者は，国際情勢の現状に鑑み，

原子力に対する有効なる国際管理の確立を要請する」という声明を起草し，満場一

致で承認されました。また，最晩年には，日本の科学界の代表として国際学術会議

やユネスコ会議に出席して平和を求める国際社会への復帰に尽力しました。
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仁科芳雄博士の墓

還暦を迎えてまもなく

鬼籍に入られた仁科博士

のお墓は，東京都府中市

の多磨霊園にあります。

墓標の揮毫は，親交の深

かった当時の首相吉田茂

です。そして左傍らには，

ケリー博士が分骨されて眠っています。揮毫は，茅誠司日本アイソトープ協会初代

会長，元東京大学総長。また，右傍らは，朝永振一郎博士のお墓です。揮毫は，武

見太郎元日本医師会長。墓標には「師とともに眠る」とあります。敗戦日本の科学

技術の復興に尽瘁した仁科博士との厚い同志愛，子弟愛がここに眠っています。

仁科記念室

仁科記念室は旧理化学

研究所３７号館の２階にあ

り，内部は１９５１年１月１０

日に博士が亡くなった時

のままに保存されていま

す。この部屋と３号館の

仁科博士の部屋に残され

ていた多数の書簡や文書

は「往復書簡集」として

仁科記念財団が出版しま

した。この３７号館は，老朽化が進み，残念ながら数年内に解体を始めることになり

ました。博士の愛用された調度品，書籍，自筆の書簡等，日本の現代物理学の父の

遺産は，博士がこよなく愛した理化学研究所の和光事業所に移管されました。
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仁科記念賞

本「案内」の前身であります“NKZ”創刊号（１９６２）には「仁科記念賞は，原

子物理学およびその応用の分野できわめて優秀な成果をおさめた研究者に贈るもの

であります。この賞の特色は，功成り名遂げた大先輩に贈られるのではなく，むし

ろこれからの活躍を大いに期待される若い研究者に贈られる点にあります。」と記

されています。

１９５５年度第１回仁科記念賞以来の受賞者の総数は１９３名となり，その中からは，

ノーベル物理学賞受賞者６名（江崎玲於奈博士：１９５９年仁科記念賞受賞，小林 誠

博士，益川敏英博士：１９７９年，小柴昌俊博士：１９８７年，中村修二博士：１９９６年，梶

田隆章博士：１９９９年），文化勲章受章者１４名，文化功労者２０名，恩賜賞９名，日本学

士院賞受賞者３０名，をはじめ，国内外で著名な賞に輝いた受賞者が多く，研究者社

会において仁科記念賞の価値と名誉は広く認められています。

これまでの受賞者とその業績及び当時の所属を巻末に掲げます。

２０２０年度の仁科記念賞の受賞者と授賞業績を以下に紹介します。
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２０２０年度 第６６回 仁科記念賞 受賞者紹介

研究題目 有機伝導体における強相関量子液体の研究

Study of strongly correlated quantum liquids in organic conductors

鹿野田 一司氏
Kazushi Kanoda

（東京大学大学院工学系研究科教授）

受 賞 者

鹿野田氏は、有機分子BEDT－TTFを主要な構成要素とする一連の擬２次元分

子性結晶において、電子間のクーロン斥力に起因する新奇な量子液体状態や強相関

現象を発見した。同一分子上の電子間斥力が分子間の電子移動に伴う運動エネルギ

ーを凌駕する場合、電子は局在化し絶縁体となる（モット絶縁体）。このとき物性

は電子のスピン自由度により支配される。通常、スピン系の基底状態は個々のスピ

ンの向きが定まった磁気秩序を示すが、三角格子上で反強磁性的に相互作用するス

ピン系では、磁気秩序の消失した量子スピン液体状態が実現する可能性がアンダー

ソンによって指摘されていた。鹿野田氏は、核磁気共鳴などの実験を駆使し、有機

分子から成る２次元三角格子モット絶縁体において絶対零度付近まで磁気秩序が現

れないことを示し、その後の量子スピン液体研究の発展を促した。また、圧力印加

によって絶縁体が金属に転移するモット転移点近傍において、絶縁体状態と金属状

態が量子的に揺らぐ量子臨界流体が実現することを見出した。対称性の低い分子配

列を持つ固体では、コーン型のエネルギーバンドを持つ質量ゼロの強相関電子系が

実現する。この系においても、核磁気共鳴測定によって電子速度の対数的な増大を

観測し，エキシトン対凝縮の揺らぎを示す実験結果を得た。このように、鹿野田氏
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は、有機物質が持つ結晶格子の高い幾何学的自由度と圧力による優れた制御性を利

用して、電子間の相互作用と量子性に起因するさまざまな現象を実験的に発見し、

明らかにした。

固体内の電子は、原子や分子が形成する結晶格子中を伝わる波としての性質と、

電子間のクーロン斥力によってお互いを避け合って運動する粒子としての性質を併

せ持っており、両者のせめぎ合いによって、独立電子描像を越えた電子集団に特有

の現象が引き起こされる。例えば、同一原子（分子）上の電子間クーロンエネルギー

が原子（分子）間の電子移動に伴う運動エネルギーを大きく凌駕する場合には、電

子は局在化し絶縁体となる（モット絶縁体）。そこでは、個々の原子（分子）上の

電子スピンの向きが主要な自由度となり、さまざまな磁性が発現する。これに圧力

を加えると、格子の縮小によって電子の移動が容易になるため、絶縁体から金属へ

の転移（モット転移）が起こり、その境界近傍においてしばしば異方的超伝導状態

が出現する。電子間相互作用に起因するこれらの多彩な現象の研究は、強相関電子

系の物理学という大きな学問領域の形成に至っている。従来その主な舞台は無機物

質であったが、近年では、有機分子から成る有機伝導体がその一翼を担っている。

鹿野田氏は、分子性結晶の幾何学的構造の多様性と圧力による優れた制御性を利用

して、永く希求されてきた三角格子での量子スピン液体、金属絶縁体転移境界にお

ける量子臨界流体、コーン型のエネルギーバンドを持つ電子系における特異な強相

関効果など、重要な量子現象を次々と見出した。

多くのモット絶縁体では、強磁性状態や反強磁性状態などスピンの向きが決まっ

た磁気秩序状態が安定な基底状態であるが、１９７３年にアンダーソンは、２次元三角

格子上で反強磁性的に相互作用する量子スピン系では、隣接サイト間で最安定な反

平行配置を全スピンに課すことができないという磁気的フラストレーションのため

に（図１a）、量子揺らぎによって絶対零度においてもスピンの向きが定まらない量

子スピン液体が出現する可能性を指摘した。しかし長年の努力にもかかわらずこの

状態の実験的検証は困難を極め、また理論的にもアンダーソンの当初の提案に疑問

が持たれるなど、スピン液体の探索は難航していた。そのような中で、鹿野田氏等

は、分子二量体が三角格子を組む局在スピン系�―（BEDT―TTF）２Cu２（CN）３におい
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て極低温まで磁気秩序が消失していることを核磁気共鳴実験（図１b）や種々の磁

気的・熱力学的測定により実証した［１，２］。この研究は三角格子とその類縁格子

系における量子スピン液体の研究を促進し、現在では、量子スピン液体状態にはア

ンダーソンの当初の提案を越えて様々な自由度があることが理論的に示され、トポ

ロジカル量子現象の研究と相まって、量子スピン液体の研究は豊かな物理学の領域

へと発展している。

BEDT―TTF分子を主要な構成要素とする一連の分子性結晶は、圧力によって大

きく物性が変化し、無機固体に比べて低い圧力でモット転移が起こる。鹿野田氏等

は、複数のBEDT―TTF系伝導体に対して精密な圧力制御の下で電気伝導度測定

を行った結果、基底状態での秩序の詳細に関わらず、モット転移近傍における電気

抵抗の温度・圧力依存性が普遍的な量子臨界スケーリング則に従うことを見出した

（図２）。このことは、電子間斥力によって局在化した電子が圧力下で融解して遍

図１a三角格子上の反強磁性スピン．b三角格子物質（左図）と歪んだ三角格子物質（右
図）の１H NMR吸収線．吸収線形の温度変化の有無は磁気秩序の存否に対応する．
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歴する際に、局在状態と遍歴状態の間を量子的に揺らぐ量子臨界流体が実現してい

ることを示唆している［３］。

低対称の結晶構造を持つ層状有機伝導体�―（BEDT―TTF）２I３は、常圧で電荷秩

序絶縁体状態を示すが、加圧により伝導性を獲得する。しかし高圧相は通常の金属

とは異なり、コーン状のエネルギーバンド構造（図３a）を持つこと（質量ゼロの

図２a�―（BEDT―TTF）２Cu２（CN）３の温度圧力相図（色は、図 bの規格化された電気抵
抗率を表す）．bモット転移近傍における規格化された電気抵抗率の量子臨界スケーリ
ング．電気抵抗は金属と絶縁体の２本の曲線に帰着される．

図３a�―（BEDT―TTF）２I３におけるコーン状のバンド構造：薄い灰色がバンド計算、濃
い色が、NMRの実験結果の解析によって得られたもの．bスピン揺らぎの強度を表す
指標（コリンガ比）の温度依存性. 低温で、通常の金属（図中のθ―（BEDT―TTF）２I３）
の値より３桁の増大を示す．
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ディラック電子系とも呼ばれる）が知られている。鹿野田氏等は、この系に対して

核磁気共鳴実験を行い、理論研究者と共同で、コーンの頂点での状態密度の消失に

よる電気的遮蔽の抑制と波動関数のカイラリティに起因する特異な電子相関効果を

見出した。まず、単位胞内の分子サイトを弁別して求めた局所スピン磁化率に対し、

クーロン斥力の繰り込み群解析を行うことにより、コーンが強く先鋭化しているこ

とを明らかにした（図３a）［４］。これは、長距離クーロン相互作用により電子の速

度がコーン頂点に向かって対数的に増大するという理論的予言を実証するものであ

る。さらに核磁気緩和率の測定から低温でのスピン揺らぎの異常な増大が示され

（図３b）、コーン頂点における縮退した電子と正孔のエキシトン対凝縮の揺らぎ

がその原因であることが示唆された［５］。これは、カイラル粒子が相互作用によっ

て動的に質量を獲得したことを意味している。

鹿野田氏等による量子スピン液体、金属絶縁体量子臨界流体、コーン状の分散を

持つ電子系における特異な強相関効果の発見は相互作用する電子系の物理学に新た

な展望を与えた。また、これらの異なる創発現象が同一分子BEDT―TTFを舞台

としてその配列の違いのみで起こることが示された意義は大きく、強相関電子系の

物理学において格子の幾何学的自由度が重要な役割を果たし、多様な量子現象を生

み出す泉源となることが明瞭に実証された。

参考文献：

［１］Y. Shimizu, K. Miyagawa, K. Kanoda, M. Maesato, and G. Saito,“Spin Liquid

State in an Organic Mott Insulator with a Triangular Lattice ”, Phys. Rev.

Lett.９１,１０７００１（２００３）.

［２］H. F. L. Pratt, P. J. Baker, S. J. Blundell, T. Lancaster, S. Ohira-Kawamura, C.

Baines, Y. Shimizu, K. Kanoda, I. Watanabe, and G. Saito,“Magnetic and non-

magnetic phases of a quantum spin liquid”, Nature４７１,６１２（２０１１）.

［３］T. Furukawa, K. Miyagawa, H. Taniguchi, R. Kato, and K. Kanoda,“Quantum

criticality of Mott transition in organic materials”, Nature Phys.１１,２２１（２０１５）.

［４］M. Hirata, K. Ishikawa, K. Miyagawa, M. Tamura, C. Berthier, D. Basko, A.
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Kobayashi, G. Matsuno, and K. Kanoda,“Observation of an anisotropic Dirac

cone reshaping and ferrimagnetic spin polarization in an organic conductor”,

Nature Commun.７,１２６６６（２０１６）.

［５］M. Hirata, K. Ishikawa, G. Matsuno, A. Kobayashi, K. Miyagawa, M. Tamura, C.

Berthier, and K. Kanoda, “Anomalous spin correlations and excitonic

instability of interacting２DWeyl fermions”, Science３５８,１４０３（２０１７）.
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研究題目 原子核乾板を用いたダブルストレンジネス原子核の研究

Study of double strangeness nuclei using nuclear emulsion plates

仲澤 和馬氏
Kazuma Nakazawa

（東海国立大学機構岐阜大学教育学部・
大学院工学研究科シニア教授）

受 賞 者

原子核物理学において核力の起源の解明は湯川博士以来の重要課題である。原子

核を構成する核子と呼ばれる陽子や中性子の間に働く力だけでなく、３個のクォー

クからなる核子の仲間であり、ストレンジクォークを１個含むラムダ（Λ）や、２

個含むグザイ（�）と呼ばれるバリオンが含まれているハイパー核の実験的研究が

核力の解明に非常に重要である。

仲澤和馬氏は長年に渡り原子核乾板を用いたハイパー核探索を主導してきた。原

子核乾板は荷電粒子の飛跡を精密に測定できるが、光学顕微鏡を用いた解析には多

くの時間を要する。仲澤氏らは、原子核乾板と電気的な粒子検出器を組み合わせた

「複合実験法」を開発し、解析効率を飛躍的に向上させた。その結果、KEKの実

験において、２個のΛ粒子を含むダブルΛハイパー核が存在することを初めて明確

に示した。さらに、史上初めてHe原子核と２個のΛ粒子からなるダブルΛハイパ

ー核の観測に成功し、その解析からΛΛ間の相互作用が弱い引力であることを定量

的に明らかにした。引き続き、原子核乾板内のすべての画像を自動解析する「全面

探索法」を開発し、�粒子を１個含むハイパー核の観測に成功し、�―核子間の相

互作用が引力であることを初めて示した。

仲澤氏の研究成果は、中性子星内部の高密度核物質中におけるΛ粒子や�粒子の
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振る舞いに関する研究に本質的な情報を提供している。また、バリオン間力の理論

計算との比較検証により、核力のクォークレベルからの解明に大きな役割を果たし

ている。

原子核物理学の大きな研究目的として、（１）未知の原子核を探査し存在形態を理

解することで宇宙における物質の創生と進化を解明すること、（２）核子の間に働く

複雑な核力の起源を理解してなぜ原子核が形成されるかを解明すること、がある。

このため核構造の研究、散乱実験による核力の研究、様々な中性子過剰核、陽子過

剰核や超重原子核などの研究が行われてきた。過去における研究対象は核子と呼ば

れる陽子と中性子からなる原子核が中心であったが、その後クォーク模型という観

点からは３個のクォークから構成され核子の仲間に分類されるバリオンと総称され

る粒子を含む原子核に拡張された。バリオンの中でストレンジクォークを含む粒子

はハイペロンと呼ばれ、ストレンジクォークを１個含むラムダ（Λ）粒子および２

個含むグザイ（�）粒子が最近の原子核物理で重要な役割を果たしている。このよ

うに研究対象をストレンジクォークを含む原子核（ハイパー核）に拡張することで、

ハイペロンと核子や、ハイペロンとハイペロンの間に働く強い力を調べ、バリオン

間相互作用を統一的に理解し、核力の起源をクォークのレベルから解明できる可能

性が開かれたが、この展開において仲澤和馬氏は中心的な役割を果たした。

仲澤和馬氏は長年に渡り原子核乾板を用いたハイパー核探索を主導してきた。原

子核乾板は厚い感光層を持つ写真フィルムの一種で、荷電粒子の飛跡をミクロン以

下の精度で記録するとともに、光学顕微鏡を用いて飛跡の３次元解析を行い、粒子

の飛程や放出角を精密に測定することができる。また、加速器からのK－ビームを

原子核標的に照射し、生成した�－を原子核乾板中の原子核に吸収させてダブルス

トレンジネス原子核を作ることができる。その生成確率は非常に小さいので、原子

核乾板とカウンター（電気的な粒子検出器）を組み合わせた「複合実験法」では�－

と同時に放出されるK＋をカウンターで検出し、�－が原子核乾板に入射した領域

のみを探索する方法が取られ、解析効率の向上が図られた。この方法を用いて、仲

澤氏らはKEK E１７６実験でΛ粒子を２個含むダブルΛハイパー核が確実に存在する

ことを初めて明確に示すことに成功したが、ハイパー核の核種を一意に決めること
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はできなかった［１］。そして、様々な実験装置の改良を重ねたKEK E３７３実験にお

いて、初めて核種同定が可能な事象を発見した。NAGARA事象と命名されたこの

事象では、ダブルΛハイパー核（ΛΛ
６He核）の生成過程とその崩壊過程を明確に識

別することができた［２］。史上初めて核種の不定性なくダブルΛハイパー核を観測

することに成功したのである。生成と崩壊の過程の各粒子の運動学的解析からΛΛ
６He

核においてΛ粒子間に働く力は弱い引力（ΔBΛΛ＝０．６７±０．１７MeV）であること

が判明した［２，３］。

その後、仲澤氏らは画像処理技術と解析技術の向上によって原子核乾板内のすべ

ての画像を自動解析する「全面探索法」に成功し、「複合実験法」では捉えきれな

かった事象の解析が可能になった。その結果、E３７３実験で得られた約８００万枚の画

像の中から、KISO事象と呼ばれることになった�ハイパー核（１５
�C核）の生成と

崩壊の様子を見つけることに成功した［４］。生成と崩壊に現れた各粒子の運動学的

解析から、�－粒子が原子核と強い相互作用で束縛された�ハイパー核であること

が確認された。それまで引力か斥力かすらわかっていなかった�―核子間の力が、

KISO事象の解析により初めて引力であることがわかった［４］。

仲澤氏の研究により、Λ粒子間に働く力が弱い引力であることが実験的に判明す

ることで、バリオン間相互作用や中性子星の冷却の研究に大きな影響を与えること

となった。また、�―核子間の力が引力であることが実験的に判明したことで、中

性子星内部のハイペロンの発現機構や高密度状態方程式に関する研究に大きな知見

を与えた。また、仲澤氏の実験データは、格子量子色力学を始めとするバリオン間

図１；ダブルΛハイパー核（ΛΛ６He 核）が観測された原子核乾板の様子（NAGARA事
象［２］）（仲澤和馬、吉田純也、肥山詠美子、日本物理学会誌７３（２０１８）３０８―３１３より
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力の理論計算の検証とそのクォークレベルからの理解にも大きな役割を果してい

る。このように仲澤氏の研究成果は、原子核物理学や宇宙物理学において広範な貢

献をしている。現在、仲澤氏らによる J―PARC E０７実験において［５］を初めとす

る多くのダブルストレンジネス原子核の研究が進展しており、今後一層の発展が期

待されている。

［註］

１）Λ粒子を２個含む原子核はダブルΛハイパー核、�粒子を一個含む原子核は�

ハイパー核と呼ばれ、それらはダブルストレンジネス原子核と総称される。核

は、陽子２個、中性子２個、Λ粒子２個からなるダブルΛハイパー核、は、陽

子７個、中性子７個、�粒子１個からなる�ハイパー核である。

２）歴史的には、１９６３年に原子核乾板を用いたダブルΛハイパー核の発見の報告が

あったが（M. Danysz et al., Phys. Rev. Lett.１１（１９６３）２９）、最近のハイパー原子

核物理学の進展には直接結びつかなかった。

図２；�ハイパー核（１５�C核）が観測された原子核乾板の様子（KISO事象［４］）
（仲澤和馬、吉田純也、肥山詠美子、日本物理学会誌７３（２０１８）３０８―３１３より）
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参考文献：

［１］S. Aoki et al.,“Direct Observation of Sequential Weak Decay of a Double

Hypernucleus”, Progress of Theoretical Physics８５（１９９１）１２８７―１２９８.

［２］H. Takahashi et al.,“Observation of a ΛΛ６He Double Hypernucleus”, Physical

Review Letters８７（２００１）２１２５０２（１―５）.

［３］J.K. Ahn et al.,“Double-Λ hypernuclei observed in a hybrid emulsion

experiment”, Physical Review C８８（２０１３）０１４００３（１―１０）.

［４］K. Nakazawa et al.,“The first evidence of deeply bound state of Xi－―１４N

system”, Progress of Theoretical and Experimental Physics ２０１５（２０１５）

０３３D０２（１―１１）.
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PARC E０７ experiment”, Progress of Theoretical and Experimental Physics

２０１９（２０１９）０２１D０２（１―１１）.
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仁科アジア賞（Nishina Asia Award）

仁科記念財団は，若手研究者の海外派遣・招聘事業に替わる新たな支援事業とし

て，２０１２年度にアジアの若手研究者を鼓舞激励する「Nishina Asia Award」を創設

しました。

Nishina Asia Award は，アジア地域できわめて優秀な成果を収めた日本以外の

アジア国籍の若手研究者を毎年１名選考して，賞状と賞牌および賞金を仁科記念賞

授賞式の場で授与し，さらに授賞式の前後約２週間，わが国研究者との研究交流を

助成するという事業です。

これまでの受賞者とその業績及び当時の所属は巻末に掲げます。

第８回となる２０２０年度の受賞者と授賞業績を以下に紹介します。

２０２０年度 第８回 仁科アジア賞 受賞者紹介

研究題目 The seminal contributions to the understanding of

structure and dynamics of interfacial water on the

atomic scale

受 賞 者 Ying Jiang

（Boya Distinguished Professor, International

Center for Quantum Materials, School of Physics,

Peking University）

Water is one of the most familiar materials existing around us, and it has decisive

roles for the evolution of life on the earth. Nevertheless, the understanding of the

nature of water is far from satisfactory, and many challenges remain. One of the

key elements in the issue is the property of the hydrogen bond（the importance of

which could be understood by reminding of, e.g., the ones in DNA, etc.）, where the
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quantum mechanical effects of hydrogen atoms play significant roles. This is in

contrast to the case of heavier atoms, for which the Born-Oppenheimer

approximation has often been successfully applied.

The nuclear quantum effects on the strength of hydrogen bond have been

investigated by experimentally studying the structure and dynamics of protons in

water（or ice）, in combination with theory and simulations. Experimental methods

include the spectroscopy, neutron scattering, scanning tunneling microscopy

（STM）, atomic-force microscopy（AFM）, and others, and have been advanced by

researchers worldwide, and the frontier of the physics of water has been expanded.

Dr. Ying Jiang has steadily and patiently continued to improve accuracies of

various experimental methods（like tip-enhanced inelastic electron tunneling

spectroscopy based on an STM, high resolution imaging with a noncontact AFM

with a CO-terminated tip）. With these dependable experimental methods, he has

measured directly what has been imagined by simulations and has given firm bases

for the future of the expanding research area of water.

Some of the highlights in his achievements include the following: He made a

quantitative assessment of nuclear quantum effects on the strength of a single

hydrogen bond formed at a water-salt interface, using tip-enhanced inelastic

electron tunneling spectroscopy based on an STM. Observing the hydrogen-

bonding strength with high accuracy, combined with quantum simulations, he

found that the anharmonic quantum fluctuations of hydrogen nuclei influences the

strength of hydrogen bonds［１］. He also achieved atomic-resolution imaging of ion

hydrates. He illustrated the microscopic structures of Na+ hydrates at interfaces

and discovered a magic-number effect on the transport of ion hydrate［２］. The fact

that the ion transport at interface is influenced by the number of water molecules

will have future impacts in a wide range of technologically and biologically relevant

fields. Very recently, he has successfully grown a ２D bilayer hexagonal ice on a

hydrophobic Au surface and imaged the２D ice growth at the edges with atomic
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resolution by using noncontact AFM with a CO-terminated tip［３］. He has

proposed different dynamics in the growth for zigzag and armchair edges. This will

strongly stimulate the studies on material in confined space. It can be concluded

that these innovative works opened up a new area of science of water and will have

a wider impact in the future.

He has been successful in establishing his group in his institute, fostering young

people, and thereby collecting international attentions and reputations. Based on

his scientific achievements, and his leadership in expanding the research field and

nurturing young researchers, Dr. Ying Jiang deserves the Nishina Asia Award.

References：

［１］J. Guo, J.-T. Lu., Y. Feng, J. Chen, J. Peng, Z. Lin, X. Meng, Z. Wang, X.-Z. Li,

E.-G. Wang, Y. Jiang,“Nuclear quantum effects of hydrogen bonds probed by

tip-enhanced inelastic electron tunneling”, Science３５２，３２１（２０１６）.

［２］J. Peng, D. Cao, Z. He, J. Guo, P. Hapala, R. Ma, B. Cheng, J. Chen, W.-J. Xie,

X.-Z. Li, P. Jelínek, L.-M. Xu, Y.-Q. Gao, E.-G. Wang, Y. Jiang,“The effect of

hydration number on the interfacial transport of sodium ions”, Nature ５５７，

７０１（２０１８）.

［３］R. Ma, D. Cao, C. Zhu, Y. Tian, J. Peng, J. Guo, J. Chen, X.-Z. Li, J. S. Francisco,

X.-C. Zeng, L.-M. Xu, E.-G. Wang, Y. Jiang,“Atomic imaging of edge structure

and growth of a two-dimensional hexagonal ice”, Nature５７７，６０（２０２０）.
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仁科記念講演会

仁科記念財団は，仁科博士の誕生日にあたる１２月６日の前後に，毎年定例の記念

講演会を東京で催すほか，地方講演，高校理科教員のための講演会，外国の著名物

理学者の来日の折とか例えば朝永博士のノーベル賞受賞の際とかの特別講演会など

を，随時行ってまいりました。定例の仁科記念講演会は，今年度で６５回を数え，伝

統を誇っています。

仁科博士は倦むことを知らない啓蒙家でありました。それは一般社会に基礎研究

の意義を理解させる必要を強く感じられたからであります。そのための講演に，門

弟たちはしばしば宇宙線用の大きなサイズの計数管を持ってお伴をさせられたもの

です。

仁科記念財団の二代目理事長であった朝永博士は，師の仁科博士におとらず公開

講演に熱心でありました。朝永博士の独特な話しぶりは聴衆を魅了したものです。

朝永博士及びそのほかの講演者たちの名講演の記録は，財団の初代理事長渋沢敬三

氏の熱心な意見に従って発刊された財団の出版物“NKZ”シリーズに掲載されて

きています。

今年度は，以下のように第６６回定例仁科記念講演会が開催されました。

第６６回定例仁科記念講演会

日 時：令和２年１２月５日（土）１５：００～１７：３０

開催方式：YouTube によるライブ配信

チャットでの質問は常時受け付け

回答はお話が終わったあと

参加方法：事前登録不要 無料

主 催：仁科記念財団

後 援：日本アイソトープ協会
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（プログラム）

挨 拶：小林誠 仁科記念財団理事長

司 会：初田哲男 理化学研究所数理創造プログラムディレクター

講 演：「深層学習と物理学」

橋本幸士（大阪大学理学研究科物理学専攻教授）

講 演：「量子アニーリングによる量子コンピューティング」

西森秀稔（東京工業大学科学技術創成研究院特任教授）

参加者：３５０名超
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仁科記念室だより

仁科記念室は日本アイソトープ協会の敷地の一角にある旧理化学研究所３７号館

（築約９０年）の一室（約４０平米）で、仁科博士が逝去された１９５１年１月以来そのま

ま保存されてきた。室内には、書籍、書簡など、わが国の科学技術の発展において

仁科博士が果たした役割を再認識するための数多くの資料とともに、博士の往時を

偲ぶ愛用の什器も残されていた。しかし、残念ながら日本アイソトープ協会の敷地

内建物再整備計画に従って、建物自体が数年内に解体されることになった。そこで、

この文化遺産を後世に遺すため、２０２０年度、「仁科記念室内に保存されていた物品」

を、理化学研究所（理研）に寄贈し理研和光事業所に移管した。物品搬出前の部屋

内部の３次元映像がYouTube にアップされており、財団ホームページからみるこ

とができる。なお、敷地内に設置されていた小サイクロトロン・モニュメントは日

本アイソトープ協会から理研に寄贈され和光事業所内に移設された。

（１）資料の提供

・１０月１０日、TBSの報道番組で、日本学術会議創設者の一人である仁科芳雄博士

が紹介され、江澤洋評議員へのインタビューが放映された。

・１１月１２日、広島市役所で、理研から広島市への「被爆者のご遺骨」他（経緯の詳

細は昨年度事業報告書に記述）の返還式が執り行われた。「被爆者の遺骨、原爆

開発に携わった物理学者の部屋で発見、広島市に引き渡し」等の見出しで新聞各

社が報じた。広島市は「ご遺骨（複数名）」を平和記念公園内の原爆供養塔に納め

て遺族からの申し出を待つことにした。本年度、２名が確定し、７５年ぶりにご遺

族のもとに引き取られた。

・１０月１０日～１１月２９日に愛媛県総合科学博物館で開催された企画展「小川正孝 ア

ジア初の新元素発見者」に、ボーア研究所に留学中の仁科博士の写真と小サイク

ロトロンの写真を提供した。仁科博士が１９４０年に小サイクロトロンを用いて９３番

元素の発見に迫っていたことが紹介された。

・１２月５日、岡山放送が、仁科芳雄博士生誕１３０周年記念特別番組「ノーベル賞の
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源流 仁科芳雄博士～里庄から日本科学の礎を築く～」を放映した。小林理事長、

矢野常務理事（元理研仁科センター長）、櫻井運営諮問委員（センター長）、延與

助言委員（前センター長）への取材があった。

・広島の市民団体制作のビデオ「黒い雨はどこまで降ったか～気象専門家 増田善

信の約束」に「執務をする仁科博士」の写真を提供した。

（２）小サイクロトロン・モニュメントの移設について

・３月２日「小サイクロトロン・モニュメント」が理研和光事業所RIBF棟玄関横

に移設された。

仁科センターRIBF棟の玄関（写真右端）横に移設された小サイクロ
トロン電磁石モニュメント。
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出版およびホームページ（HP）への掲載

・２０２０年度版仁科記念財団案内（２０２０年６月）を刊行した。

・故伊藤早苗先生からのご遺贈寄附（詳細は昨年度事業報告書に記述）についての

記事をHPに掲載した。「ニュース」から「詳細記事」、「理事長あいさつ」での

紹介と御礼、「財団の沿革」での紹介、「仁科記念賞」での仁科記念賞推薦書の紹

介を辿れるようにした。

・HPに「Evolutionary Trends in the Physical Sciences」（仁科芳雄博士生誕１００周

年記念講演会の講演録）、「原子時代の科学」（第１回から第４回まで初期の仁科記

念講演会の講演録）を掲載した。

・HPに仁科芳雄博士のほぼ全ての和文著作を掲載した。
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役員及び評議員等名簿
（２０２１年６月１０日現在，五十音順）

理 事 長 小林 誠

常 務 理 事 家 泰弘 藤川 和男 矢野 安重

理 事 安藤 恒也 伊藤 公孝 梶田 隆章 勝村 庸介

佐々木 節 十倉 好紀 永宮 正治

監 事 荒船 次郎 鈴木 増雄

会計監査人 宮田 芳直

顧 問 江崎玲於奈 野依 良治 益川 敏英

評 議 員 秋光 純 有本 建男 江澤 洋 京藤 倫久

九後 太一 郷 通子 齋藤 軍治 佐藤 勝彦

高橋真理子 山田 作衛 吉田庄一郎

運 営 諮 問 磯 暁 上蓑 義朋 櫻井 博儀 須藤 靖

委 員 永長 直人 初田 哲男 早野 龍五（委員長）

（客 員） 西村 純 宮沢 弘成 山崎 敏光

選 考 委 員 安藤 恒也（委員長）他１４名（仁科記念賞）

佐々木 節（委員長）他１１名（Nishina Asia Award）

助 言 委 員 西村 純（委員長）（助言委員会の名簿はホームページに公開されている。）

34



賛助会員一覧（２０２１年度の法人会員，五十音順）

科研製薬株式会社

鹿島建設株式会社技術研究所

キッコーマン株式会社

住友化学株式会社

住友重機械工業株式会社

公益財団法人本田財団
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令和２年度（２０２０年度）決算書
貸 借 対 照 表

令和３年３月３１日現在
（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金預金 ２，８３３，８８１ ２，６７７，３３５ １５６，５４６
未収収益 ０ ０ ０
前払金 １１，７８０ ０ １１，７８０
流動資産合計 ２，８４５，６６１ ２，６７７，３３５ １６８，３２６

２．固定資産
（１）基本財産
投資有価証券 ５８０，９８１，９１５ ５８１，３３７，０４６ △３５５，１３１
預金 ５，３４３，０６０ ４，９８７，９２９ ３５５，１３１
基本財産合計 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０

（２）特定資産
仁科記念奨励基金
投資有価証券 ５０，７８６，８９３ ５０，６４９，８３２ １３７，０６１
預金 ６５，０００，０００ ７０，０００，０００ △５，０００，０００
特定資産合計 １１５，７８６，８９３ １２０，６４９，８３２ △４，８６２，９３９

（３）その他の固定資産 ０ ０ ０
固定資産合計 ７０２，１１１，８６８ ７０６，９７４，８０７ △４，８６２，９３９
資産合計 ７０４，９５７，５２９ ７０９，６５２，１４２ △４，６９４，６１３

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払金 ７０，５７２ １６，２４７ ５４，３２５
預り金 ４０，５５０ ３９，９８０ ５７０
流動負債合計 １１１，１２２ ５６，２２７ ５４，８９５

２．固定負債 ０ ０ ０
負債合計 １１１，１２２ ５６，２２７ ５４，８９５

Ⅲ 正味財産の部
１．指定正味財産 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０
（うち基本財産への充当額） （５８６，３２４，９７５） （５８６，３２４，９７５） （０）
（うち特定資産への充当額） （０） （０） （０）
２．一般正味財産 １１８，５２１，４３２ １２３，２７０，９４０ △４，７４９，５０８
（うち基本財産への充当額） （０） （０） （０）
（うち特定資産への充当額） （１１５，７８６，８９３） （１２０，６４９，８３２） （△４，８６２，９３９）

正味財産合計 ７０４，８４６，４０７ ７０９，５９５，９１５ △４，７４９，５０８
負債及び正味財産合計 ７０４，９５７，５２９ ７０９，６５２，１４２ △４，６９４，６１３
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正味財産増減計算書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）
科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
① 基本財産運用益 （５，１５７，５６１） （６，０３２，７３３） （△８７５，１７２）
基本財産受取利息 ５，１５７，５６１ ６，０３２，７３３ △８７５，１７２

② 特定資産運用益 （１９８，８６７） （２０３，３２４） （△４，４５７）
特定資産受取利息 １９８，８６７ ２０３，３２４ △４，４５７

③ 受取会費 （１，７２０，０００） （２，３２０，０００） （△６００，０００）
賛助会費受取会費 １，７２０，０００ ２，３２０，０００ △６００，０００

④ 受取寄付金 （２，１００，０００） （３，１００，０００）（△１，０００，０００）
受取寄付金 ２，１００，０００ ３，１００，０００ △１，０００，０００

⑤ 雑収益 （３５） （５６） （△２１）
雑収益 ３５ ５６ △２１
経常収益 計 ９，１７６，４６３ １１，６５６，１１３ △２，４７９，６５０

（２）経常費用
① 事業費 （９，２５８，１２５） （１３，００２，２１１）（△３，７４４，０８６）

仁科記念賞顕彰費 ２，５６８，５９６ ３，０６４，３８５ △４９５，７８９
仁科記念講演会費 １６１，２００ ２５８，６３０ △９７，４３０
仁科記念奨励金 ４３７，６００ ７８６，２８１ △３４８，６８１
研究関連出版物刊行費 １５５，７６０ ９４０，９４５ △７８５，１８５
諸謝金 ４９１，１２７ ４６４，３９９ ２６，７２８
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００ ０
給料手当 ２，７４６，１７６ ２，９５５，７３８ △２０９，５６２
旅費交通費 ２３６，１８３ １，３９３，９３５ △１，１５７，７５２
会議費 ２４，０００ ３０３，６５３ △２７９，６５３
通信運搬費 ９３，７２３ １５８，９１９ △６５，１９６
消耗品費 ２０５，５９６ ２１８，４１３ △１２，８１７
賃借料 ４８０，０００ ４８０，０００ ０
物件使用料 ３８４，８１４ ３１９，３９２ ６５，４２２
支払手数料 ７３，３５０ ４１，３７８ ３１，９７２
雑費 ０ ４１６，１４３ △４１６，１４３

② 管理費 （４，６６７，８４６） （５，５７０，６７３） （△９０２，８２７）
諸謝金 ３２４，０００ ４００，８４３ △７６，８４３
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００ ０
給料手当 １，７９９，７７４ １，８３４，５３７ △３４，７６３
福利厚生費 １６，２２３ １４，０４９ ２，１７４
旅費交通費 １５１，１９０ ３９７，１６５ △２４５，９７５
会議費 ２００ １７３，５１３ △１７３，３１３
印刷製本費 ３１９，０００ ３０２，４００ １６，６００
通信運搬費 ８１，９４９ １１８，２４６ △３６，２９７
消耗品費 １８６，８３３ ２０７，３１２ △２０，４７９
賃借料 １２０，０００ １２０，０００ ０
物件使用料 ３７１，０６４ ３１９，３９２ ５１，６７２
支払手数料 １９，７４７ １４，０８５ ５，６６２
雑費 ７７，８６６ ４６９，１３１ △３９１，２６５
経常費用 計 １３，９２５，９７１ １８，５７２，８８４ △４，６４６，９１３
当期経常増減額 △４，７４９，５０８ △６，９１６，７７１ ２，１６７，２６３
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（単位：円）
科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 ０ ５０，０００，０００ △５０，０００，０００

経常外収益 計 ０ ５０，０００，０００ △５０，０００，０００
（２）経常外費用 ０ ０

経常外費用 計 ０ ０ ０
当期経常外増減額 ０ ５０，０００，０００ △５０，０００，０００
当期一般正味財産増減額 △４，７４９，５０８ ４３，０８３，２２９ ３８，３３３，７２１
一般正味財産期首残高 １２３，２７０，９４０ ８０，１８７，７１１ ４３，０８３，２２９
一般正味財産期末残高 １１８，５２１，４３２ １２３，２７０，９４０ △４，７４９，５０８

Ⅱ 指定正味財産増減の部
基本財産運用益 ５，１５７，５６１ ６，０３２，７３３ △８７５，１７２
一般正味財産への振替額 △５，１５７，５６１ △６，０３２，７３３ ８７５，１７２
当期指定正味財産増減額 ０
指定正味財産期首残高 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０
指定正味財産期末残高 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０

Ⅲ 正味財産期末残高 ７０４，８４６，４０７ ７０９，５９５，９１５ △４，７４９，５０８
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正味財産増減計算書 内訳書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）
科 目 公益目的事業 法人会計 合 計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
① 基本財産運用益 （３，６１０，２９３） （１，５４７，２６８） （５，１５７，５６１）
基本財産受取利息 ３，６１０，２９３ １，５４７，２６８ ５，１５７，５６１
② 特定資産運用益 （１９８，８６７） （１９８，８６７）
特定資産受取利息 １９８，８６７ １９８，８６７
③ 受取会費 （８６０，０００） （８６０，０００） （１，７２０，０００）
賛助会費受取会費 ８６０，０００ ８６０，０００ １，７２０，０００
④ 受取寄付金 （２，０５０，０００） （５０，０００） （２，１００，０００）
受取寄付金 ２，０５０，０００ ５０，０００ ２，１００，０００
⑤ 雑収益 （０） （３５） （３５）
雑収益 ０ ３５ ３５
経常収益 計 ６，５２０，２９３ ２，６５６，１７０ ９，１７６，４６３

（２）経常費用
① 事業費 （９，２５８，１２５） （９，２５８，１２５）

仁科記念賞顕彰費 ２，５６８，５９６ ２，５６８，５９６
仁科記念講演会費 １６１，２００ １６１，２００
仁科記念奨励金 ４３７，６００ ４３７，６００
研究関連出版物刊行費 １５５，７６０ １５５，７６０
諸謝金 ４９１，１２７ ４９１，１２７
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００
給料手当 ２，７４６，１７６ ２，７４６，１７６
旅費交通費 ２３６，１８３ ２３６，１８３
会議費 ２４，０００ ２４，０００
通信運搬費 ９３，７２３ ９３，７２３
消耗品費 ２０５，５９６ ２０５，５９６
賃借料 ４８０，０００ ４８０，０００
物件使用料 ３８４，８１４ ３８４，８１４
支払手数料 ７３，３５０ ７３，３５０
雑費 ０ ０

② 管理費 （４，６６７，８４６） （４，６６７，８４６）
諸謝金 ３２４，０００ ３２４，０００
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００
給料手当 １，７９９，７７４ １，７９９，７７４
福利厚生費 １６，２２３ １６，２２３
旅費交通費 １５１，１９０ １５１，１９０
会議費 ２００ ２００
印刷製本費 ３１９，０００ ３１９，０００
通信運搬費 ８１，９４９ ８１，９４９
消耗品費 １８６，８３３ １８６，８３３
賃借料 １２０，０００ １２０，０００
物件使用料 ３７１，０６４ ３７１，０６４
支払手数料 １９，７４７ １９，７４７
雑費 ７７，８６６ ７７，８６６
経常費用 計 ９，２５８，１２５ ４，６６７，８４６ １３，９２５，９７１
当期経常増減額 △２，７３７，８３２ △２，０１１，６７６ △４，７４９，５０８
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（単位：円）
科 目 公益目的事業 法人会計 合 計

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 ０

経常外収益 計 ０
（２）経常外費用

経常外費用 計 ０
当期経常外増減額 ０
当期一般正味財産増減額 △４，７４９，５０８
一般正味財産期首残高 １２３，２７０，９４０
一般正味財産期末残高 １１８，５２１，４３２

Ⅱ 指定正味財産増減の部
基本財産運用益
一般正味財産への振替額 ５，１５７，５６１
当期指定正味財産増減額 △５，１５７，５６１
指定正味財産期首残高 ５８６，３２４，９７５
指定正味財産期末残高 ５８６，３２４，９７５

Ⅲ 正味財産期末残高 ７０４，８４６，４０７
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財務諸表に対する注記

１． 重要な会計方針

（１）適用している会計基準

平成２０年４月１１日（改正平成２１年１０月１６日）に内閣府公益認定等委員会より公

表された「公益法人会計基準」を適用している。

（２）有価証券の評価基準及び評価方法について

すべて満期保有目的の債券として償却原価法（定額法）を採用している。

（３）消費税等の処理について

消費税等の会計処理は，税込方式によっている。

２． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

（単位：円）
科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
投資有価証券 ５８１，３３７，０４６ ０ ３５５，１３１ ５８０，９８１，９１５
預 金 ４，９８７，９２９ ５，３４３，０６０ ４，９８７，９２９ ５，３４３，０６０

小 計 ５８６，３２４，９７５ ５，３４３，０６０ ５，３４３，０６０ ５８６，３２４，９７５
特定資産（仁科記念奨励基金）
投資有価証券 ５０，６４９，８３２ ２０，２７４，８００ ２０，１３７，７３９ ５０，７８６，８９３
預 金 ７０，０００，０００ ６５，０００，０００ ７０，０００，０００ ６５，０００，０００

小 計 １２０，６４９，８３２ ８５，２７４，８００ ９０，１３７，７３９ １１５，７８６，８９３
合 計 ７０６，９７４，８０７ ９０，６１７，８６０ ９５，４８０，７９９ ７０２，１１１，８６８

３． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

科 目 当期末残高 うち指定正味財
産からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

うち負債に
対応する額

基本財産
投資有価証券 ５８０，９８１，９１５ ５８０，９８１，９１５ ０ ０
預 金 ５，３４３，０６０ ５，３４３，０６０ ０ ０

小 計 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０ ０
特定資産（仁科記念奨励基金）
投資有価証券 ５０，７８６，８９３ ０ ５０，７８６，８９３ ０
預 金 ６５，０００，０００ ０ ６５，０００，０００ ０

小 計 １１５，７８６，８９３ ０ １１５，７８６，８９３ ０
合 計 ７０２，１１１，８６８ ５８６，３２４，９７５ １１５，７８６，８９３ ０
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４． 担保に供している資産はない。

５． 保証債務はない。

６． 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額，時価及び評価損益は，次のとおり

である。

（単位：円）
種類及び銘柄 帳簿価額 時 価 評価損益

基本財産
第４９５回関西電力社債 ５０，０８３，０１８ ５０，１２３，５００ ４０，４８２
第１１回三菱UFJ 信託銀行社債 ４０，０００，０００ ４０，５６０，０００ ５６０，０００

（劣後債）
第２６回三菱東京UFJ 銀行社債 １００，０００，０００ １０６，４８０，０００ ６，４８０，０００

（劣後債）
JPモルガン・チェース＆CO・ ２５０，０００，０００ ２４２，０８７，５００ △７，９１２，５００

ユーロ円債
福岡市平成２７年度第５回公募公債 ４０，５１２，９６３ ４０，８４８，４００ ３３５，４３７
第６１回日産自動車社債 １００，３８５，９３４ ９２，６２９，０００ △７，７５６，９３４

小 計 ５８０，９８１，９１５ ５７２，７２８，４００ △８，２５３，５１５
特定資産（仁科記念奨励基金）
第１７５回利付国債（２０年） ２０，２７２，５０１ ２０，０９０，０００ △１８２，５０１
第３２１回北海道電力社債 ２０，４１０，６６３ ２０，５４６，０００ １３５，３３７
岡山県平成２６年度第２回公募公債 １０，１０３，７２９ １０，１８１，７００ ７７，９７１

小 計 ５０，７８６，８９３ ５０，８１７，７００ ３０，８０７
合 計 ６３１，７６８，８０８ ６２３，５４６，１００ △８，２２２，７０８

７． 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）
内 容 金 額

経常収益への振替額
基本財産運用益計上による振替額 ５，１５７，５６１

合 計 ５，１５７，５６１

８． 注記すべき関連当事者との取引はない。

９． 重要な後発事象はない。
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附属明細書

令和２年４月１日より令和３年３月３１日まで

１． 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は，財務諸表に対する注記に記載している。

２． 引当金の明細

期首又は期末のいずれにも残高はない。

財 産 目 録
令和３年３月３１日現在

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額

（流動資産）
現金 現金手許有高 運転資金として ７５９，１９４
普通預金 みずほ銀行駒込支店他１口 運転資金として ２，００５，２２９
定期預金 みずほ銀行駒込支店 ０
ゆうちょ銀行 小石川店 運転資金として ６９，４５８
未収収益 ０
前払金 有価証券経過利息 １１，７８０

流動資産合計 ２，８４５，６６１
（固定資産）
基本財産 投資有価証券 地方債 満期保有目的であ

り，運用益を事業と
一部法人会計の財源
として使用してい
る。

４０，５１２，９６３

事業債 ５４０，４６８，９５２

定期預金 三菱UFJ 銀行駒込支店 ５，３４３，０６０
特定資産 投資有価証券 国債 満期保有目的であ

り，運用益を法人会
計の財源として使用
している。

２０，２７２，５０１
地方債 １０，１０３，７２９
事業債 ２０，４１０，６６３

定期預金 みずほ銀行駒込支店 ６５，０００，０００
固定資産合計 ７０２，１１１，８６８

資産合計 ７０４，９５７，５２９
（流動負債）未払金 大塚商会 他 ３月分消耗品 他未払金 ７０，５７２

預り金 本郷税務署 他 源泉所得税 他 ４０，５５０
流動負債合計 １１１，１２２
（固定負債） ０
固定負債合計 ０

負債合計 １１１，１２２
正味財産 ７０４，８４６，４０７
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令和３年度（２０２１年度）収支予算書
２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで

（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
① 基本財産運用益 （５，０００，０００） （５，１２５，０００） （△１２５，０００）
基本財産受取利息 ５，０００，０００ ５，１２５，０００ △１２５，０００

② 特定資産運用益 （１５０，０００） （２００，０００） （△５０，０００）
特定資産受取利息 １５０，０００ ２００，０００ △５０，０００

③ 受取会費 （１，６１０，０００） （１，７２０，０００） （△１１０，０００）
賛助会費受取会費 １，６１０，０００ １，７２０，０００ △１１０，０００

④ 受取寄付金 （１，１００，０００） （３，１００，０００）（△２，０００，０００）
受取寄付金 １，１００，０００ ３，１００，０００ △２，０００，０００

⑤ 雑収益 （０） （０） （０）
雑収益 ０ ０ ０
経常収益 計 ７，８６０，０００ １０，１４５，０００ △２，２８５，０００

（２）経常費用
① 事業費

仁科記念賞顕彰費 ２，７００，０００ ４，８００，０００ △２，１００，０００
仁科記念講演会費 ３００，０００ ３００，０００ ０
仁科記念奨励金 １，０００，０００ ８００，０００ ２００，０００
研究関連出版物刊行費 ２００，０００ ４００，０００ △２００，０００
諸謝金 ６４０，０００ ５００，０００ １４０，０００
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００ ０
給料手当 ２，９３０，０００ ２，９３０，０００ ０
旅費交通費 １，１２０，０００ １，３００，０００ △１８０，０００
会議費 ２２０，０００ ３００，０００ △８０，０００
通信運搬費 ２００，０００ ２００，０００ ０
消耗品費 ２００，０００ ２３０，０００ △３０，０００
賃借料 ４８０，０００ ４８０，０００ ０
物件使用料 ３５０，０００ ３００，０００ ５０，０００
支払手数料 ６０，０００ ３５，０００ ２５，０００
雑費 ０ ０ ０
事業費合計 １１，６００，０００ １３，７７５，０００ △２，１７５，０００

② 管理費
諸謝金 ３３０，０００ ４００，０００ △７０，０００
役員報酬 １，２００，０００ １，２００，０００ ０
給料手当 １，８４０，０００ １，８４０，０００ ０
福利厚生費 ２０，０００ １５，０００ ５，０００
旅費交通費 ３５０，０００ ３５０，０００ ０
会議費 １０，０００ １５０，０００ △１４０，０００
印刷製本費 ３３０，０００ ４００，０００ △７０，０００
通信運搬費 １００，０００ １１０，０００ △１０，０００
消耗品費 １５０，０００ １５０，０００ ０
賃借料 １２０，０００ １２０，０００ ０
物件使用料 ３５０，０００ ３００，０００ ５０，０００
支払手数料 ３０，０００ ２０，０００ １０，０００
雑費 ２５０，０００ ９０，０００ １６０，０００
管理費合計 ５，０８０，０００ ５，１４５，０００ △６５，０００
経常費用 計 １６，６８０，０００ １８，９２０，０００ △２，２４０，０００
当期経常増減額 △８，８２０，０００ △８，７７５，０００ △４５，０００
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（単位：円）
科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 ０

経常外収益 計 ０ ０ ０
（２）経常外費用

経常外費用 計 ０ ０
当期経常外増減額 ０ ０ ０
当期一般正味財産増減額 △８，８２０，０００ △８，７７５，０００ △４５，０００
一般正味財産期首残高 １２０，０００，０００ １２２，０００，０００ △２，０００，０００

一般正味財産期末残高 １１１，１８０，０００ １１３，２２５，０００ △２，０４５，０００
Ⅱ 指定正味財産増減の部 ０

基本財産運用益 ５，０００，０００ ５，１２５，０００ △１２５，０００
一般正味財産への振替額 △５，０００，０００ △５，１２５，０００ １２５，０００
当期指定正味財産増減額 ０ ０
指定正味財産期首残高 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０
指定正味財産期末残高 ５８６，３２４，９７５ ５８６，３２４，９７５ ０

Ⅲ 正味財産期末残高 ６９７，５０４，９７５ ６９９，５４９，９７５ △２，０４５，０００
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仁科記念賞受賞者とその業績

年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９５５ 大阪大学理学部 緒方 惟一 大型質量分析器の完成

大阪市立大学
理学部

西島 和彦 素粒子相互変換

１９５６ 大阪大学理学部 芳田 奎 反強磁性体における磁気異方性エネルギー

東京大学農学部
農業技術研究所

〃
蚕糸試験場

三井 進午
西垣 晋
江川 友治
潮田 常三

同位元素による植物の栄養ならびに土壌肥料学
的研究

１９５７ 東京大学理学部 久保 亮五 非可逆過程の統計力学

１９５８ 大阪大学理学部 杉本 健三 原子核の励起状態の磁気能率，および電気四極
子能率の測定

東京教育大学
理学部

沢田 克郎 電子ガスの相関エネルギーに関する研究

１９５９ ソニー㈱ 江崎玲於奈 エサキダイオードの発明，およびその機能の理
論的解明

理化学研究所 中根 良平 化学交換反応による同位元素濃縮

１９６０ 大阪府立大学
理学部

吉森 昭夫 磁性結晶におけるスピンのらせん状配列の理論

１９６１ 東京大学
原子核研究所

丹生 潔 中間子多重発生の火の玉模型

名古屋大学
理学部

福井 崇時 ディスチャージチェンバーの研究と開発

大阪市立大学
理学部

宮本 重徳

京都大学理学部 松原 武生 量子統計力学の方法

１９６２ 名古屋大学
プラズマ研究所

高山 一男 低密度プラズマの研究――特に共鳴探針法の発
明

工業技術院
電気試験所

佐々木 亘 ゲルマニウムの熱い電子の異方性の研究

１９６３ 京都大学理学部 林 忠四郎 天体核現象の研究
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９６４ 東京大学理学部 岩田 義一 静電磁場における電子，およびイオンの運動に
関する研究

東京教育大学
光学研究所

瀬谷 正男 真空分光計に関する研究

１９６５ 京都大学教養部
名古屋大学
プラズマ研究所

三谷 健次
田中 茂利

弱電離プラズマのサイクロトロン周波数におけ
る負吸収の研究

大阪市立大学
理学部

三宅 三郎 宇宙線ミュー中間子およびニュートリノの研究

１９６６ 東京大学
宇宙航空研究所

小田 稔 SCO―X―１の位置決定

東京大学
物性研究所

豊沢 豊 固体光物性の動力学的理論

１９６７ 広島大学理学部
東京大学
原子核研究所

小川 修三
山口 嘉夫

基本粒子の対称性に関する研究

東京大学
宇宙航空研究所

西村 純 超高エネルギー相互作用における横向き運動量
の研究

１９６８ 九州大学理学部 森 肇 非平衡状態の統計力学

工業技術院
電気試験所

近藤 淳 希薄合金の抵抗極小の解明

１９６９ 大阪大学教養部 松田 久 原子質量精密測定用大分散質量分析装置の開発

名古屋大学
プラズマ研究所
京都大学理学部

池地 弘行

西川 恭治

イオン波エコーの研究

１９７０ 学習院大学
理学部

木越 邦彦 炭素―１４による年代測定に関する研究

東京大学理学部 西川 哲治 線型加速器に関する基礎研究

１９７１ 東京大学
原子核研究所

菅原 寛孝 基本粒子の対称性の応用

ミュンヘン工科
大学

森永 晴彦 インビームスペクトロスコピーの創出と原子核
構造の研究
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９７２ テンプル大学
物理学科

川崎 恭治 臨界現象の動力学的理論

東北大学理学部 真木 和美 超伝導体の理論的研究

１９７３ 京都大学
数理解析研究所

中西 襄 場の量子論における散乱振幅の諸性質の分析

京都大学基礎物
理学研究所
広島大学理論物
理学研究所

佐藤 文隆

冨松 彰

重力場方程式の新しい厳密解の発見とそれの宇
宙物理学への応用

１９７４ 大阪大学教養部 大塚 頴三 半導体電子輸送現象のサイクロトロン共鳴によ
る研究

ニューヨーク市
立大学

崎田 文二 素粒子の超多重項理論および二重性理論の研究

１９７５ 東京大学理学部 山崎 敏光 核磁気能率における中間子効果の発見

東京大学
物性研究所

花村 榮一 多励起子系の理論的研究

１９７６ 九州大学理学部 磯矢 彰 静電高圧加速器の研究とその新機軸の開発

ロチェスター大
学理学部
名古屋大学
理学部

大久保 進

飯塚重五郎

強い相互作用による素粒子反応に対する選択規
則の発見

１９７７ 東京大学
物性研究所

塩谷 繁雄 ピコ秒分光法による半導体の高密度励起効果の
研究

京都大学基礎物
理学研究所
筑波大学
物理学系

牧 二郎

原 康夫

素粒子の四元模型

１９７８ 分子科学研究所 廣田 榮治 高分解能高感度分光法によるフリーラディカル
の研究

東京大学理学部
東京大学
原子核研究所

有馬 朗人
丸森 寿夫

原子核の集団運動現象の解明
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９７９ 東京大学
物性研究所

守谷 亨 遍歴電子強磁性の理論

高エネルギー物
理学研究所
東京大学
原子核研究所

小林 誠

益川 敏英

基本粒子の模型に関する研究

１９８０ 大阪大学理学部 伊達 宗行 超強磁場の発生

東北大学原子核
理学研究施設

鳥塚 賀治 原子核の巨大共鳴の研究

京都大学理学部
プリンストン高
級研究所

九後汰一郎
小嶋 泉

非可換ゲージ場の共変的量子化の理論

１９８１ 東京大学
教養学部

杉本大一郎 近接連星系の星の進化

高エネルギー物
理学研究所

吉村 太彦 宇宙のバリオン数の起源

１９８２ 筑波大学
物理工学系

安藤 恒也 MOS反転層における二次元電子系の理論的研
究

㈱日立製作所
中央研究所

外村 彰 電子線ホログラフィー法の開発とその応用

１９８３ フェルミ国立加
速器研究所

山内 泰二 ウプシロン粒子の発見に対する貢献

東京大学理学部 増田 彰正 希土類元素の微量精密測定と宇宙・地球科学へ
の応用

１９８４ 東京大学理学部
コーネル大学

江口 徹
川合 光

格子ゲージ理論

東北大学理学部 石川 義和 中性子散乱による金属強磁性の研究

学習院大学
理学部

川路 紳治 二次元電子系における負磁気抵抗および量子ホ
ール効果の実験的研究

１９８５ マサチューセッ
ツ工科大学

田中 豊一 ゲルの相転移現象の研究

新技術開発事業
団

飯島 澄男 少数原子集団の動的観察

宇宙科学研究所 田中 靖郎 てんま衛星による中性子星の研究
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９８６ 東京大学理学部 鈴木 増雄 相転移秩序形成及び量子多体系の統計物理学

広島大学理論物
理学研究所

藤川 和男 場の量子論における異常項の研究

広島大学核融合
理論研究センター

佐藤 哲也 散逸性磁気流体プラズマの非線形ダイナミック
ス

１９８７ 東京工業大学 高柳 邦夫 シリコンの表面構造の研究

東京大学
東京天文台
〃

森本 雅樹

海部 宣男

ミリ波天文学の開拓

東海大学理学部
東京大学理学部
素粒子物理国際
センター
東京大学
宇宙線研究所

小柴 昌俊
戸塚 洋二

須田 英博

超新星爆発に伴うニュートリノの検出

１９８８ 名古屋大学
理学部

松本 敏雄 宇宙背景輻射のサブミリ波スペクトルの観測

大阪大学理学部 吉川 圭二 ひもの場の理論

東京大学
物性研究所

齋藤 軍治 有機超伝導体の新しい分子設計と合成

１９８９ 理化学研究所 谷畑 勇夫 不安定原子核ビームによる原子核の研究

東京大学理学部 野本 憲一 超新星の理論的研究

１９９０ 東京大学理学部 佐藤 勝彦 素粒子論的宇宙論

東京大学理学部 十倉 好紀 電子型銅酸化物超伝導体の発見

高エネルギー物
理学研究所

横谷 馨 リニアコライダーにおけるビーム相互作用の研
究

１９９１ 高エネルギー物
理学研究所

北村 英男 挿入型放射光源の開発研究

分子科学研究所 齋藤 修二 星間分子の分光学的研究

東京大学理学部 和達 三樹 ソリトン物理学とその応用
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９９２ NTT基礎研究所 山本 喜久 光子数スクイーズ状態の形成および自然放射の
制御

筑波大学
物質工学系
新潟大学教養部

大貫 惇睦

長谷川 彰

遍歴する重い電子系のフェルミ面に関する研究

東北大学理学部 柳田 勉 ニュートリノ質量におけるシーソー機構

１９９３ 核融合科学研究
所

伊藤 公孝 高温プラズマにおける異常輸送と L―H遷移の
理論

九州大学
応用力学研究所

伊藤 早苗

理化学研究所 勝又 紘一 新しい型の磁気相転移の研究

１９９４ 学習院大学
理学部

川畑 有郷 アンダーソン局在およびメソスコピック系にお
ける量子輸送現象の理論

東京大学
原子核研究所

田辺 徹美 クーラーリングを用いた電子・分子イオン衝突
の精密研究

筑波大学
物理学系

岩崎 洋一 格子量子色力学の大規模数値シミュレーション
による研究

筑波大学
物理学系

宇川 彰

高エネルギー物
理学研究所

大川 正典

京都大学基礎物
理学研究所

福来 正孝

１９９５ 東北大学大学院
理学研究科

佐藤 武郎 超低温における量子的相分離現象の実験的研究

大阪大学大学院
工学研究科

川上 則雄 共形場理論に基づく１次元電子系の研究

筑波大学
物理学系

梁 成吉

51



年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

１９９６ 日亜化学工業㈱
開発部

中村 修二 短波長半導体レーザーの研究

東北大学工学部 板谷 謹悟 固液界面でのアトムプロセスの解明に関する研究

国立天文台
電波天文系

中井 直正 銀河中心巨大ブラックホールの発見

国立天文台
電波天文系

井上 允

国立天文台
地球回転研究系

三好 真

１９９７ 東京大学
宇宙線研究所

木舟 正 超高エネルギーガンマー線天体の研究

東京工業大学
理学系研究科

谷森 達

名古屋大学理学
部

三田 一郎 B中間子系でのCP対称性の破れの理論

東京大学物性研
究所

安岡 弘志 高温超伝導体におけるスピンギャップの発見

１９９８ 青山学院大学
理工学部

秋光 純 梯子型物質における超伝導の発見

電気通信大学レ
ーザー極限技術
研究センター

清水富士夫 原子波ホログラフィーの開拓

筑波大学物理学
系

近藤 都登 トップクォーク発見に対する貢献

１９９９ 九州大学理学部 井上 研三 超対称標準理論における電弱対称性の量子的破
れ

近畿大学九州工
学部

角藤 亮

東京大学宇宙線
研究所

梶田 隆章 大気ニュートリノ異常の発見

日本電気㈱基礎
研究所

中村 泰信 超伝導素子を用いたコヒーレント２準位系の観
測と制御
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０００ 東京大学大学院
理学系研究科

折戸 周治 宇宙線反陽子の観測

高エネルギー加
速器研究機構低
温工学センター

山本 明

イタリア Pisa
大学

小西 憲一 小西アノマリーの発見

京都大学大学院
理学研究科

堀内 昶 フェルミ粒子分子動力学による原子核の研究

２００１ 東京大学宇宙線
研究所

鈴木洋一郎 太陽ニュートリノの精密観測によるニュートリ
ノ振動の発見

東京大学宇宙線
研究所

中畑 雅行

高エネルギー加速
器研究機構

高崎 史彦 B中間子におけるCP対称性の破れの発見

高エネルギー加速
器研究機構

生出 勝宣

大阪大学基礎工
学部

天谷 喜一 超高圧下における酸素及び鉄の超伝導の発見

大阪大学基礎工
学部

清水 克哉

２００２ 京都大学大学院
理学研究科

小山 勝二 超新星残骸での宇宙線加速

東京大学大学院
理学系研究科

樽茶 清悟 人工原子・分子の実現

大阪大学核物理
研究センター

永井 泰樹 原子核による速中性子捕獲現象の研究

東京工業大学原
子炉工学研究所

井頭 政之

２００３ 大阪大学大学院
基礎工学研究科

北岡 良雄 核磁気共鳴法による新しい超伝導状態の解明
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２００３ 東北大学大学院
理学研究科

鈴木 厚人 原子炉反電子ニュートリノの消滅の観測

大阪大学核物理
研究センター

中野 貴志 レーザー電子ガンマ線による新粒子の発見

２００４ 理化学研究所・
日本電気株式会社

蔡 兆申 ジョセフソン接合素子を用いた２個の量子ビッ
ト間の量子もつれ状態の実現

名古屋大学大学
院理学研究科

丹羽 公雄 原子核乾板全自動走査機によるタウニュートリ
ノの発見

２００５ 東京大学大学院
工学系研究科

永長 直人 異常ホール効果の理論的研究

京都大学大学院
理学研究科

西川公一郎 加速器ビームによる長基線ニュートリノ振動の
観測

理化学研究所 森田 浩介 新超重１１３番元素の合成

２００６ 日本原子力研究
開発機構関西光
科学研究所

田島 俊樹 レーザーを用いたプラズマ電子加速の先駆的研
究

東京工業大学大学
院理工学研究科

西森 秀稔 ランダムスピン系における「西森線」の発見

物質・材料研究機
構ナノ物質ラボ

三島 修 水・非晶質氷の相転移・ポリアモルフィズムの
実験的研究

２００７ 大阪大学大学院
理学研究科

細谷 裕 細谷機構の発見

２００８ 国立天文台 家 正則 すばる望遠鏡による初期宇宙の探査

東京大学大学院
理学系研究科

上田 正仁 引力相互作用する原子気体のボース・アインシ
ュタイン凝縮の理論的研究

東京大学大学院
理学系研究科

早野 龍五 反陽子ヘリウム原子の研究

２００９ カリフォルニア工科大学
東京大学数物連携宇宙
研究機構

大栗 博司 トポロジカルな弦理論の研究

東北大学大学院
理学研究科

田村 裕和 ハイパー核ガンマ線スペクトロスコピーの研究
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０１０ 東京大学大学院
総合文化研究科

金子 邦彦 大自由度カオスの理論

京都大学大学院理
学研究科物理学

前野 悦輝 スピン三重項超伝導体ルテニウム酸化物の発見

２０１１ 理化学研究所仁科加
速器研究センター

秋葉 康之 衝突型重イオン反応の諸研究，特にレプトン対
生成による高温相の検証

九州大学応用力
学研究所

藤澤 彰英 高温プラズマにおける自発電磁場の実験的検証

核融合科学研究
所

居田 克巳

２０１２ 東北大学ニュートリノ
科学研究センター

井上 邦雄 地球内部起源反ニュートリノの検出

東京工業大学
フロンティア機構

細野 秀雄 鉄系超伝導体の発見

理化学研究所仁科加
速器研究センター

初田 哲男 格子量子色力学に基づく核力の導出

筑波大学数理物
質科学研究科

青木 慎也

筑波大学数理物
質科学研究科

石井 理修

２０１３ 東京大学大学院
工学系研究科

香取 秀俊 光格子時計の発明

京都大学大学院
理学研究科

高橋 義朗 イッテルビウム超低温量子系の創出

高エネルギー加
速器研究機構

近藤敬比古 ヒッグス粒子発見に対する貢献

東京大学素粒子物理国
際研究センター

小林 富雄

東京大学大学院
理学系研究科

浅井 祥仁
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０１４ 京都大学大学院
理学研究科

松田 祐司 重い電子の２次元閉じこめによる新しい電子状
態の創出

高エネルギー加速
器研究機構素粒子
原子核研究所

小林 隆 ミューニュートリノビームからの電子ニュート
リノ出現事象の発見

京都大学大学院
理学研究科

中家 剛

２０１５ イリノイ大学物
理学科助教授

笠 真生 トポロジカル絶縁体・超伝導体の分類理論

理化学研究所主
任研究員

古崎 昭

理化学研究所仁
科加速器研究セ
ンター特別顧問

本林 透 中性子過剰核における魔法数の異常性の発見

東京大学大学院理
学系研究科教授・
（兼）理化学研究所
仁科加速器研究セ
ンター主任研究員

櫻井 博儀

２０１６ 京都大学基礎物
理学研究所教授

高柳 匡 ホログラフィ原理を用いたエンタングルメント
・エントロピー公式の発見と展開

２０１７ 日本電信電話株
式会社NTT物性
科学基礎研究所
上席特別研究員

武居 弘樹 大規模コヒーレントイジングマシンの実現

国立大学法人九州
大学最先端有機光
エレクトロニクス
研究センター長

安達千波矢 熱活性化遅延蛍光現象を用いた高効率有機EL
の実現

元東京大学物性
研究所

甲元 真人 トポロジカル量子物性物理学の創始
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０１８ マックス・プラン
ク重力物理学研究
所ディレクター
京都大学基礎物
理学研究所教授

柴田 大 数値相対論による連星中性子星合体の研究

京都大学大学院
理学研究科教授

田中耕一郎 固体におけるテラヘルツ極端非線形光学の開拓

２０１９ 東京大学大学院工
学系研究科教授
理化学研究所創発物
性科学研究センター
チームリーダー

岩佐 義宏 電界誘起 2次元超伝導の発見

千葉大学大学院
理学研究院教授

吉田 滋 超高エネルギー宇宙ニュートリノの発見

千葉大学グローバ
ルプロミネント研
究基幹/大学院融
合理工学府教授

石原 安野

２０２０ 東京大学大学院工
学系研究科教授

鹿野田一司 有機伝導体における強相関量子液体の研究

東海国立大学機構
岐阜大学教育学部・
大学院工学研究科
シニア教授

仲澤 和馬 原子核乾板を用いたダブルストレンジネス原子
核の研究

（受賞者の所属は受賞時のもの）
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仁科アジア賞受賞者とその業績

年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０１３ Shiraz Minwalla
Tata Institute of
Fundamental Research
インド

重力理論と流体理論の対応についての研究

２０１４ ZHANG, Yuanbo
Fudan University
中華人民共和国

単層および２層グラフェンの電子的性質の解明
への特筆すべき貢献

２０１５ HE, Ke
Tsinghua University
中華人民共和国

量子異常ホール効果の初めての実験観測におけ
る傑出した貢献

２０１６ Seok Kim
Seoul National University
大韓民国

Evaluation of Supersymmetry Indices of M２
and M５Brane Theories

２０１７ Hongming Weng
Institute of Physics,
Chinese Academy of Science
中華人民共和国

Discovery of Weyl Semimetals

２０１８ Yu-tin Huang
Physics Department,
National Taiwan University
台湾

Contributions to uncovering hidden symmetries
and structures in S-matrix of gauge and gravity
theories

２０１９ Chao-Yang Lu
Professor of Physics,
Hefei National Laboratory for
Physical Science at Microscale,
University of Science and
Technology of China
中華人民共和国

Quantum dot resonance fluorescence and spin
dynamics
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年 度 受 賞 者 受 賞 者 業 績

２０２０ Ying Jiang
Boya Distinguished Professor,
International Center for
Quantum Materials,
School of Physics,
Peking University
中華人民共和国

The seminal contributions to the understand-
ing of structure and dynamics of interfacial
water on the atomic scale

（受賞者の所属は受賞時のもの）
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